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一本
書
は
一
六
世
紀
オ
ス
マ
ン
帝
国
の
イ
ン
ド
洋
政
策
に
つ
い
て

論
じ
た
研
究
書
で
あ
る
。
従
来
の
研
究
で
は
、
イ
ン
ド
洋
政
策
決

定
を
め
ぐ
っ
て
エ
ジ
プ
ト
州
総
督
の
重
要
性
が
過
大
評
価
さ
れ
る

傾
向
に
あ
っ
た
が
、
本
書
で
は
イ
ス
タ
ン
ブ
ル
の
中
央
政
府
と
イ

ン
ド
洋
の
ム
ス
リ
ム
勢
力
と
の
関
係
に
も
力
点
が
置
か
れ
て
い
る
。

本
書
の
目
的
は
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
と
オ
ス
マ
ン
帝
国
の
イ
ン
ド
洋
政

策
に
共
通
し
て
み
ら
れ
た
事
柄
に
注
意
を
払
い
つ
つ
、
一
六
世
紀

オ
ス
マ
ン
帝
国
の
イ
ン
ド
洋
政
策
を
六
つ
の
時
代
に
区
分
し
再
検

討
す
る
こ
と
で
あ
る
。

現
在
ミ
ネ
ソ
タ
大
学
教
養
学
部
に
て
教
鞭
を
と
る
著
者
の
ジ
ャ

ン
カ
ル
ロ
・
カ
ザ
ー
レ
は
、
一
六
世
紀
に
お
け
る
オ
ス
マ
ン
帝
国

の
イ
ン
ド
洋
政
策
に
つ
い
て
、「
大
航
海
時
代
」
を
迎
え
た
ポ
ル

ト
ガ
ル
の
動
向
を
注
視
し
な
が
ら
研
究
を
進
め
て
き
た
。
本
書
は

二
〇
〇
四
年
に
提
出
さ
れ
た
博
士
号
請
求
論
文
や
既
刊
論
文
に
加

筆
・
修
正
し
た
も
の
で
あ
る
。
本
研
究
で
は
主
に
以
下
の
史
料
が

用
い
ら
れ
て
い
る
。
オ
ス
マ
ン
語
史
料
で
は
枢
機
勅
令
簿

（M
ühim

m
e

D
efterleri

）、
セ
イ
デ
ィ
・
ア
リ
・
レ
イ
ス
（
一

五
六
三
年
没
）
に
よ
る
『
諸
国
鏡
（M

ir’âtü’l-M
em

âlik

）』、
ポ

ル
ト
ガ
ル
語
史
料
で
は
、
一
六
世
紀
の
探
検
家
デ
ィ
オ
ゴ
・
デ
・

コ
ー
ト
に
よ
る
『
ア
ジ
ア
史
（D

a
Á

sia
de

Joāo
de

B
arros

e
de

D
iogo

do
C

outo

）』
を
始
め
と
す
る
見
聞
録
や
、
ト
ー
レ
・
ド
・

ト
ン
ボ
国
立
文
書
館
（A

rquivo
N

acionalda
Torre

do
Tom

bo

）

に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
書
簡
な
ど
で
あ
る
。

本
書
は
出
版
か
ら
七
年
が
経
過
し
て
い
る
が
、
本
書
を
嚆
矢
と

ジ
ャ
ン
カ
ル
ロ
・
カ
ザ
ー
レ
著

『
オ
ス
マ
ン
帝
国
の
「
大
航
海
時
代
」』

相

磯

尚

子

書

評書

評

一
八
五
（
四
〇
九
）



し
て
歴
史
地
理
学
分
野
で
の
再
考
が
始
ま
っ
て
お
り
（
1
）
、
現
在
も
海

洋
政
策
史
の
基
本
文
献
と
し
て
欠
か
せ
な
い
存
在
で
あ
る
。
こ
う

し
た
本
書
の
重
要
性
を
踏
ま
え
、
本
稿
で
は
章
ご
と
に
そ
の
内
容

を
紹
介
し
、
若
干
の
批
評
を
試
み
た
い
。
本
書
の
構
成
は
以
下
の

通
り
で
あ
る
。

序
論

心
の
帝
国

第
一
章

航
海
者
セ
リ
ム

（
一
五
一
二
〜
一
五
二
〇
年
）

第
二
章

イ
ブ
ラ
ヒ
ム
・
パ
シ
ャ
と
調
査
の
時
代

（
一
五
二
〇
〜
一
五
三
六
年
）

第
三
章

ハ
ー
ド
ゥ
ム
・
ス
レ
イ
マ
ン
・
パ
シ
ャ
の
世
界
大
戦

（
一
五
三
六
〜
一
五
四
六
年
）

第
四
章

リ
ュ
ス
テ
ム
・
パ
シ
ャ
対
イ
ン
ド
洋
勢
力

（
一
五
四
六
〜
一
五
六
一
年
）

第
五
章

ソ
コ
ッ
ル
・
メ
フ
メ
ト
・
パ
シ
ャ
と
帝
国
の
絶
頂
期

（
一
五
六
一
〜
一
五
七
九
年
）

第
六
章

人
、
計
画
、
運
河
�
ミ
ー
ル
・
ア
リ
・
ベ
イ
の
ス

ワ
ヒ
リ
沿
岸
部
遠
征

（
一
五
七
九
〜
一
五
八
九
年
）

第
七
章

政
策
の
死

二序
論
で
は
本
書
の
ね
ら
い
と
し
て
、
比
較
史
よ
り
も
通
時
史
に

重
き
を
置
き
、「
近
世
オ
ス
マ
ン
史
に
グ
ロ
ー
バ
ル
な
政
策
と
い

う
新
た
な
枠
組
み
を
導
入
」（
九
頁
）
す
る
こ
と
が
述
べ
ら
れ
る
。

そ
こ
で
著
者
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
「
大
航
海
時
代
」
を
イ
ン

ド
洋
へ
の
進
出
の
時
代
で
あ
る
と
捉
え
、
オ
ス
マ
ン
帝
国
も
同
様

に
「
大
航
海
時
代
」
を
迎
え
て
い
た
の
だ
と
す
る
。「
大
航
海
時

代
」
の
定
義
の
難
し
さ
に
言
及
し
つ
つ
、
少
な
く
と
も
一
六
世
紀

の
ポ
ル
ト
ガ
ル
と
オ
ス
マ
ン
帝
国
の
イ
ン
ド
洋
政
策
に
は
、
イ
ン

ド
洋
の
地
理
情
報
の
欠
如
、
香
辛
料
交
易
へ
の
経
済
的
関
心
と
政

治
的
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
結
び
つ
き
、
優
れ
た
軍
事
技
術
の
保
持
、

地
理
学
の
発
展
と
い
う
共
通
す
る
四
つ
の
特
徴
が
看
取
で
き
る
と

い
う
。
そ
し
て
、「
大
航
海
時
代
」
の
イ
ン
ド
洋
に
は
、
直
接
的

に
支
配
し
た
地
域
以
外
に
も
宗
教
的
権
威
に
基
づ
い
た
「
心
の
帝

国
」
と
も
呼
ぶ
べ
き
オ
ス
マ
ン
帝
国
の
勢
力
圏
が
存
在
し
て
い
た

の
だ
と
す
る
。
こ
の
よ
う
な
勢
力
圏
の
成
立
を
可
能
に
し
た
存
在

と
し
て
、
中
央
の
官
僚
と
イ
ン
ド
洋
の
現
地
有
力
者
と
の
個
人
的

な
結
び
つ
き
に
着
目
す
る
。
以
下
の
各
章
で
は
、「
大
航
海
時

代
」
の
四
つ
の
共
通
点
に
注
意
を
払
い
つ
つ
、
オ
ス
マ
ン
帝
国
の

イ
ン
ド
洋
政
策
に
つ
い
て
時
系
列
に
沿
っ
て
検
討
を
行
う
。

史

学

第
八
七
巻

第
三
号

一
八
六
（
四
一
〇
）



第
一
章
で
は
、
エ
ン
リ
ケ
航
海
王
子
（
一
四
六
〇
年
没
）
と
セ

リ
ム
一
世
（
在
位
一
五
一
二
〜
二
〇
年
）
が
採
っ
た
イ
ン
ド
洋
政

策
に
共
通
す
る
背
景
と
し
て
、
香
辛
料
交
易
と
い
う
経
済
的
関
心

と
、
イ
ン
ド
洋
に
関
す
る
地
理
情
報
の
欠
如
を
指
摘
す
る
。
ポ
ル

ト
ガ
ル
を
始
め
と
す
る
西
欧
で
は
中
世
以
降
あ
ま
り
地
理
学
分
野

で
の
進
展
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
。
オ
ス
マ
ン
帝
国
で
も
ア
ラ
ブ
地

理
書
は
存
在
し
た
が
、
実
際
に
ほ
と
ん
ど
利
用
さ
れ
ず
、
む
し
ろ

ポ
ル
ト
ラ
ー
ノ
海
図
を
は
じ
め
と
す
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
由
来
の
地
理

情
報
の
獲
得
に
熱
心
で
あ
り
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
と
地
理
情
報
の
面
で

は
同
水
準
で
あ
っ
た
と
す
る
。

こ
こ
で
著
者
は
「
ル
ー
ミ
ー
」
と
呼
ば
れ
た
ト
ル
コ
語
を
話
す

ム
ス
リ
ム
が
イ
ン
ド
洋
政
策
に
果
た
し
た
役
割
に
着
目
す
る
。
一

四
九
九
年
に
�
る
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
イ
ン
ド
洋
進
出
に
対
処
す
る
た

め
、
マ
ム
ル
ー
ク
朝
は
オ
ス
マ
ン
帝
国
に
救
援
を
要
請
し
、
バ
ヤ

ズ
ィ
ト
二
世
（
在
位
一
四
八
一
〜
一
五
一
二
年
）
は
人
材
や
物
資

の
支
援
を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
、
オ
ス
マ
ン
帝
国
の
エ
ジ
プ
ト
征

服
以
前
か
ら
ル
ー
ミ
ー
た
ち
が
イ
ン
ド
洋
で
活
動
し
て
お
り
、
ひ

と
つ
の
商
業
共
同
体
を
形
成
し
た
（
2
）
。
オ
ス
マ
ン
帝
国
が
エ
ジ
プ
ト

や
紅
海
支
配
を
確
立
す
る
際
に
彼
ら
が
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た

の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
ル
ー
ミ
ー
や
地
元
ム
ス
リ
ム
た
ち
に
オ
ス
マ
ン
帝
国

が
友
好
的
に
受
け
入
れ
ら
れ
た
理
由
と
し
て
、
著
者
は
政
治
的
イ

デ
オ
ロ
ギ
ー
を
指
摘
す
る
。
オ
ス
マ
ン
帝
国
は
メ
ッ
カ
・
メ
デ
ィ

ナ
両
聖
都
の
征
服
に
よ
っ
て
イ
ス
ラ
ー
ム
世
界
の
盟
主
を
主
張
し
、

他
方
、
イ
ン
ド
洋
地
域
の
ム
ス
リ
ム
た
ち
は
、
守
護
者
た
る
オ
ス

マ
ン
帝
国
に
対
し
、
キ
リ
ス
ト
教
国
で
あ
る
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
放
逐

を
期
待
し
た
の
で
あ
る
。
世
界
的
規
模
の
君
主
を
標
榜
し
た
こ
と

は
ポ
ル
ト
ガ
ル
に
も
看
取
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー

は
、
香
辛
料
交
易
と
い
う
経
済
的
関
心
と
結
び
つ
き
、
イ
ン
ド
洋

政
策
の
推
進
力
と
な
っ
た
。

以
上
の
共
通
点
こ
そ
オ
ス
マ
ン
帝
国
の
イ
ン
ド
洋
政
策
が
「
大

航
海
時
代
」
を
迎
え
て
い
た
証
左
で
あ
る
と
い
う
。
著
者
は
オ
ス

マ
ン
帝
国
が
イ
ン
ド
洋
へ
の
関
心
を
向
け
た
契
機
で
あ
る
マ
ム
ル

ー
ク
朝
戦
争
が
開
始
し
た
一
五
一
六
年
を
「
大
航
海
時
代
」
の
開

始
年
と
し
、
一
五
二
〇
年
に
セ
リ
ム
一
世
が
死
去
す
る
ま
で
の
時

期
を
オ
ス
マ
ン
帝
国
の
「
大
航
海
時
代
」
の
黎
明
期
と
位
置
付
け

る
。第

二
章
で
は
、
イ
ン
ド
洋
政
策
を
牽
引
し
た
人
物
と
し
て
、
エ

ジ
プ
ト
州
総
督
や
大
宰
相
の
経
歴
を
も
つ
イ
ブ
ラ
ヒ
ム
・
パ
シ
ャ

（
一
五
三
六
年
没
）
に
着
目
す
る
。
彼
は
エ
ジ
プ
ト
へ
の
道
中
に

世
界
地
図
の
製
作
者
ピ
ー
リ
ー
・
レ
イ
ス
（
一
五
五
四
年
没
）
か

ら
最
新
の
世
界
情
報
を
聞
き
出
し
た
ほ
か
、
エ
ジ
プ
ト
州
総
督
就

書

評

一
八
七
（
四
一
一
）



任
後
に
は
イ
ン
ド
洋
の
海
洋
冒
険
者
セ
ル
マ
ン
・
レ
イ
ス
（
一
五

二
八
年
没
）
に
ジ
ッ
ダ
へ
の
航
海
と
調
査
を
命
じ
、
ジ
ッ
ダ
に
残

さ
れ
た
旧
マ
ム
ル
ー
ク
艦
隊
と
大
砲
の
全
容
を
含
む
報
告
書
を
提

出
さ
せ
た
。
こ
の
一
五
二
五
年
の
報
告
書
は
ス
ワ
ヒ
リ
沿
岸
部
や

エ
チ
オ
ピ
ア
、
イ
エ
メ
ン
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
島
嶼
部
な
ど
の
地
理

情
報
を
含
ん
だ
ほ
か
、
メ
ッ
カ
・
メ
デ
ィ
ナ
の
防
衛
上
の
脆
弱
性

を
指
摘
し
て
い
た
。
こ
う
し
た
情
報
に
基
づ
い
て
、
イ
ブ
ラ
ヒ

ム
・
パ
シ
ャ
は
イ
ン
ド
洋
に
お
い
て
積
極
策
を
展
開
し
た
の
だ
と

い
う
。
ま
た
、
イ
ブ
ラ
ヒ
ム
・
パ
シ
ャ
が
交
易
振
興
を
図
り
、
マ

ム
ル
ー
ク
朝
時
代
に
行
わ
れ
て
い
た
香
辛
料
の
強
制
売
買
を
廃
止

し
た
こ
と
に
よ
り
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
脅
威
下
に
お
い
て
も
エ
ジ
プ

ト
経
由
の
香
辛
料
交
易
は
衰
退
を
免
れ
た
と
す
る
。
以
上
の
点
か

ら
、
著
者
は
イ
ブ
ラ
ヒ
ム
・
パ
シ
ャ
が
大
宰
相
と
な
っ
た
一
五
二

〇
年
か
ら
処
刑
さ
れ
た
一
五
三
六
年
ま
で
を
「
大
航
海
時
代
」
に

お
け
る
調
査
の
時
期
で
あ
る
と
位
置
付
け
る
。

第
三
章
で
は
、
イ
ブ
ラ
ヒ
ム
・
パ
シ
ャ
に
次
い
で
エ
ジ
プ
ト
州

総
督
と
な
っ
た
ハ
ー
ド
ゥ
ム
・
ス
レ
イ
マ
ン
・
パ
シ
ャ
（
一
五
四

七
年
没
）
が
イ
ン
ド
洋
政
策
に
お
い
て
果
た
し
た
役
割
に
着
目
す

る
。
彼
の
イ
ン
ド
洋
政
策
の
特
徴
は
、
ル
ー
ミ
ー
を
含
む
イ
ン
ド

洋
各
地
の
ム
ス
リ
ム
と
の
協
力
関
係
に
あ
っ
た
。
一
五
二
八
年
に

ル
ー
ミ
ー
共
同
体
の
筆
頭
で
あ
っ
た
前
述
の
セ
ル
マ
ン
・
レ
イ
ス

が
没
し
た
こ
と
で
ル
ー
ミ
ー
た
ち
は
各
地
に
離
散
し
た
が
、
グ
ジ

ャ
ラ
ー
ト
王
国
を
は
じ
め
と
す
る
離
散
先
で
も
ハ
ー
ド
ゥ
ム
・
ス

レ
イ
マ
ン
と
の
交
流
を
続
け
た
。
特
に
ホ
ジ
ャ
・
サ
フ
ァ
ル
（
一

五
四
六
年
没
）
は
グ
ジ
ャ
ラ
ー
ト
王
国
に
お
け
る
ル
ー
ミ
ー
共
同

体
の
ま
と
め
役
と
し
て
ス
ー
ラ
ト
や
デ
ィ
ヴ
を
中
心
に
重
用
さ
れ

た
た
め
、
オ
ス
マ
ン
帝
国
に
と
っ
て
は
貴
重
な
情
報
源
と
な
っ
た
。

さ
ら
に
、
ハ
ド
ラ
マ
ウ
ト
の
港
シ
フ
ル
や
、
ゼ
イ
ラ
島
、
ア
チ
ェ

王
国
と
の
協
力
関
係
を
成
立
さ
せ
た
。
そ
の
結
果
、
一
五
三
六
年

か
ら
十
年
に
わ
た
っ
て
ア
デ
ン
、
マ
ス
カ
ッ
ト
な
ど
ア
ラ
ビ
ア
半

島
沿
岸
部
や
セ
イ
ロ
ン
島
、
マ
ラ
ッ
カ
海
峡
な
ど
各
地
で
オ
ス
マ

ン
艦
隊
と
在
地
勢
力
の
協
力
関
係
の
も
と
に
ポ
ル
ト
ガ
ル
と
の
戦

闘
が
行
わ
れ
た
。
こ
う
し
た
協
力
関
係
の
背
景
に
は
、
イ
ン
ド
洋

勢
力
が
支
援
を
求
め
る
だ
け
の
海
軍
力
を
オ
ス
マ
ン
帝
国
が
有
し

て
い
た
こ
と
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
勢
力
の
排
除
と
い
う
共
通
目
的
の
も

と
に
イ
ス
ラ
ー
ム
諸
国
家
の
盟
主
と
し
て
の
「
保
護
」
を
期
待
し

て
い
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
イ
ブ
ラ
ヒ
ム
・
パ

シ
ャ
が
没
し
た
一
五
三
六
年
か
ら
ハ
ー
ド
ゥ
ム
・
ス
レ
イ
マ
ン
・

パ
シ
ャ
が
失
脚
す
る
一
五
四
六
年
ま
で
を
、
著
者
は
イ
ン
ド
洋
世

界
全
体
を
舞
台
と
し
た
「
世
界
大
戦
」
の
時
期
で
あ
る
と
位
置
付

け
る
。

第
四
章
で
は
大
宰
相
リ
ュ
ス
テ
ム
・
パ
シ
ャ
（
一
五
六
一
年
没
）

史
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と
、
著
者
が
「
イ
ン
ド
洋
勢
力
（Indian

O
cean

Faction

）」
と

呼
ぶ
現
地
の
ム
ス
リ
ム
勢
力
と
の
関
係
を
検
討
す
る
。
大
宰
相
リ

ュ
ス
テ
ム
・
パ
シ
ャ
は
エ
ジ
プ
ト
州
や
イ
ン
ド
洋
地
域
に
お
け
る

中
央
集
権
化
を
図
り
、
人
事
を
意
の
ま
ま
に
進
め
よ
う
と
し
た
。

し
か
し
イ
ン
ド
洋
勢
力
に
と
っ
て
中
央
で
活
動
し
て
き
た
「
よ
そ

者
」
は
受
け
入
れ
難
く
、
イ
エ
メ
ン
州
総
督
を
は
じ
め
と
す
る
要

職
の
任
官
を
め
ぐ
っ
て
中
央
と
対
立
し
た
。
こ
こ
で
著
者
は
、
オ

ス
マ
ン
帝
国
の
イ
ン
ド
洋
政
策
の
成
否
の
分
け
目
と
し
て
イ
ン
ド

洋
勢
力
と
の
協
力
関
係
を
指
摘
す
る
。
例
え
ば
、
リ
ュ
ス
テ
ム
・

パ
シ
ャ
に
よ
っ
て
任
命
さ
れ
た
ピ
ー
リ
ー
・
レ
イ
ス
率
い
る
一
五

五
二
年
の
ホ
ル
ム
ズ
遠
征
は
失
敗
に
終
わ
り
、
ピ
ー
リ
ー
・
レ
イ

ス
に
代
わ
っ
て
指
揮
官
と
な
っ
た
セ
イ
デ
ィ
・
ア
リ
・
レ
イ
ス
も

一
五
五
三
年
の
マ
ス
カ
ッ
ト
遠
征
に
お
い
て
艦
隊
を
全
て
失
っ
た

う
え
、
自
身
も
遭
難
し
て
陸
路
か
ら
イ
ス
タ
ン
ブ
ル
へ
帰
還
す
る

こ
と
と
な
っ
た
。
こ
れ
ら
の
事
例
で
は
、
地
中
海
で
経
験
を
積
ん

だ
船
長
が
指
揮
官
に
任
命
さ
れ
て
お
り
、
イ
ン
ド
洋
に
お
け
る
経

験
不
足
に
失
敗
の
原
因
が
あ
っ
た
。
む
し
ろ
戦
果
を
挙
げ
た
の
は
、

イ
ン
ド
洋
勢
力
で
あ
る
セ
フ
ェ
ル
・
レ
イ
ス
（
一
五
六
五
年
没
）

に
よ
る
略
奪
行
為
で
あ
っ
た
。
彼
は
他
の
地
中
海
で
経
験
を
積
ん

だ
船
長
た
ち
の
よ
う
に
大
艦
隊
を
編
成
せ
ず
、
小
艦
隊
で
イ
ン
ド

洋
の
地
理
を
利
用
し
た
戦
法
を
と
っ
た
の
で
あ
る
。
中
央
と
イ
ン

ド
洋
勢
力
の
両
指
揮
官
が
協
力
し
て
率
い
た
場
合
に
も
、
一
定
の

成
果
が
み
ら
れ
た
。
例
と
し
て
著
者
は
一
五
四
七
年
の
イ
エ
メ
ン

反
乱
を
取
り
上
げ
、
鎮
圧
の
た
め
に
中
央
か
ら
ピ
ー
リ
ー
・
レ
イ

ス
が
派
遣
さ
れ
つ
つ
も
、
エ
ジ
プ
ト
州
総
督
を
は
じ
め
と
す
る
イ

ン
ド
洋
勢
力
独
自
の
判
断
の
優
先
も
見
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
両
者

が
連
携
す
る
こ
と
で
一
定
の
成
果
を
収
め
た
の
だ
と
指
摘
す
る
。

こ
の
よ
う
に
、
オ
ス
マ
ン
帝
国
の
イ
ン
ド
洋
政
策
の
成
果
は
イ
ン

ド
洋
勢
力
の
協
力
に
左
右
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
後
イ
ン
ド
洋

勢
力
に
よ
る
独
断
で
の
遠
征
や
要
職
へ
の
任
命
が
相
次
ぎ
、
リ
ュ

ス
テ
ム
・
パ
シ
ャ
に
よ
る
中
央
集
権
化
は
後
退
し
た
。
以
上
の
よ

う
に
、
リ
ュ
ス
テ
ム
・
パ
シ
ャ
が
大
宰
相
と
な
っ
た
一
五
四
六
年

か
ら
一
五
六
一
年
を
リ
ュ
ス
テ
ム
・
パ
シ
ャ
と
イ
ン
ド
洋
勢
力
、

す
な
わ
ち
中
央
と
現
地
の
せ
め
ぎ
合
い
の
時
期
と
位
置
付
け
る
。

第
五
章
で
は
急
速
に
拡
大
し
た
外
交
関
係
に
注
目
し
つ
つ
、
大

宰
相
ソ
コ
ッ
ル
・
メ
フ
メ
ト
・
パ
シ
ャ
（
一
五
七
九
年
没
）
主
導

の
イ
ン
ド
洋
政
策
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
一
五
六
五
年
に
ソ
コ
ッ

ル
・
メ
フ
メ
ト
・
パ
シ
ャ
が
大
宰
相
に
就
任
す
る
ま
で
は
、
大
宰

相
セ
ミ
ズ
・
ア
リ
・
パ
シ
ャ
（
一
五
六
五
年
没
）
の
主
導
に
よ
っ

て
ポ
ル
ト
ガ
ル
と
の
通
商
協
定
締
結
が
模
索
さ
れ
て
い
た
。
こ
の

和
平
路
線
は
一
時
的
に
イ
ン
ド
洋
勢
力
の
反
発
を
引
き
起
こ
し
た
。

和
平
が
成
立
す
る
前
に
ソ
コ
ッ
ル
・
メ
フ
メ
ト
・
パ
シ
ャ
が
大
宰
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相
と
な
り
、
再
び
反
ポ
ル
ト
ガ
ル
外
交
へ
と
方
針
が
転
換
さ
れ
た
。

こ
こ
で
著
者
は
、
ア
チ
ェ
王
国
と
の
互
恵
関
係
に
着
目
し
、
そ
の

成
立
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
使
者
ル
ト
フ
ィ
ー
の
活
動
に
つ

い
て
オ
ス
マ
ン
語
・
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
史
料
に
依
拠
し
て
実
態
解
明

を
試
み
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
彼
は
、
使
者
と
し
て
ア
チ
ェ
王
国
へ

の
道
中
で
、
情
報
収
集
と
同
時
に
現
地
ム
ス
リ
ム
が
ポ
ル
ト
ガ
ル

に
対
し
反
乱
を
起
こ
す
よ
う
各
地
で
工
作
を
し
た
。
そ
の
結
果
ア

チ
ェ
王
国
滞
在
中
に
カ
リ
カ
ッ
ト
、
セ
イ
ロ
ン
、
グ
ジ
ャ
ラ
ー
ト
、

モ
ル
デ
ィ
ヴ
か
ら
の
使
者
と
面
会
し
、
ア
チ
ェ
王
国
の
使
者
を
伴

っ
て
一
五
六
六
年
に
イ
ス
タ
ン
ブ
ル
へ
帰
還
し
た
。
そ
し
て
、
彼

の
報
告
を
も
と
に
ア
チ
ェ
王
国
へ
対
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
支
援
艦
隊
派

遣
が
決
定
さ
れ
た
と
い
う
。

ソ
コ
ッ
ル
・
メ
フ
メ
ト
・
パ
シ
ャ
の
イ
ン
ド
洋
政
策
に
は
、
イ

ン
ド
洋
の
地
理
情
報
が
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
た
。
黒
海
出

身
の
海
洋
冒
険
者
セ
イ
デ
ィ
・
ア
リ
・
レ
イ
ス
に
よ
る
『
諸
国

鏡
』
は
、
彼
が
一
五
五
四
年
に
イ
ン
ド
洋
で
作
戦
中
に
遭
難
し
、

グ
ジ
ャ
ラ
ー
ト
王
国
を
頼
っ
て
内
陸
か
ら
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
、
ウ

ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
、
イ
ラ
ン
を
旅
し
、
イ
ス
タ
ン
ブ
ル
に
帰
還
す
る

ま
で
の
見
聞
録
で
あ
る
。
一
五
六
〇
年
に
上
梓
さ
れ
た
『
諸
国

鏡
』
に
は
、
イ
ン
ド
洋
の
地
理
情
報
に
加
え
て
オ
ス
マ
ン
帝
国
が

現
地
の
ム
ス
リ
ム
に
歓
迎
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
叙
述
さ
れ
て
い
た
。

ソ
コ
ッ
ル
・
メ
フ
メ
ト
・
パ
シ
ャ
は
こ
れ
に
よ
っ
て
イ
ン
ド
洋
勢

力
と
の
協
力
関
係
の
可
能
性
を
見
出
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
以
上

の
よ
う
に
、
本
章
で
は
一
五
六
一
年
か
ら
一
五
七
九
年
の
ソ
コ
ッ

ル
・
メ
フ
メ
ト
・
パ
シ
ャ
の
大
宰
相
解
任
ま
で
を
オ
ス
マ
ン
帝
国

イ
ン
ド
洋
政
策
に
お
け
る
最
盛
期
で
あ
る
と
位
置
づ
け
る
。

第
六
章
で
は
オ
ス
マ
ン
帝
国
の
イ
ン
ド
洋
政
策
の
衰
退
に
つ
い

て
検
討
す
る
。
そ
こ
で
前
述
の
セ
フ
ェ
ル
・
レ
イ
ス
の
後
継
者
で

あ
る
ミ
ー
ル
・
ア
リ
・
ベ
イ
（
没
年
不
明
）
に
よ
る
一
五
八
九
年

の
ス
ワ
ヒ
リ
沿
岸
部
へ
の
遠
征
失
敗
を
取
り
上
げ
、
原
因
と
し
て

中
央
か
ら
の
遠
さ
と
そ
れ
に
よ
る
物
資
・
人
材
不
足
を
指
摘
す
る
。

エ
ジ
プ
ト
州
総
督
や
イ
エ
メ
ン
州
総
督
を
歴
任
し
て
き
た
コ
ジ

ャ
・
ス
ィ
ナ
ン
・
パ
シ
ャ
（
一
五
九
六
年
没
）
は
、
中
央
の
対
応

の
迅
速
化
と
支
援
の
円
滑
化
を
目
指
し
て
ス
エ
ズ
運
河
の
掘
削
を

主
張
し
た
が
、
実
現
し
な
か
っ
た
。
さ
ら
に
、
台
頭
す
る
ム
ガ
ル

帝
国
の
存
在
も
イ
ン
ド
洋
に
お
け
る
オ
ス
マ
ン
帝
国
の
影
響
力
低

下
の
一
因
と
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
領
域
的
に
も
オ
ス
マ
ン
帝
国

の
イ
ン
ド
洋
政
策
は
限
界
を
迎
え
て
お
り
、
一
五
七
九
年
か
ら
一

五
八
九
年
を
オ
ス
マ
ン
帝
国
の
「
大
航
海
時
代
」
の
最
後
の
局
面

と
位
置
付
け
る
。

最
終
章
で
あ
る
第
七
章
で
は
、
一
五
九
〇
年
以
降
の
イ
ン
ド
洋

政
策
に
み
ら
れ
る
パ
ラ
ド
ク
ス
を
指
摘
す
る
。
オ
ス
マ
ン
帝
国
の

史
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イ
ン
ド
洋
政
策
は
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
脅
威
を
背
景
と
し
て
構
築
さ
れ

て
き
た
が
、
一
五
六
〇
年
代
以
降
ソ
コ
ッ
ル
・
メ
フ
メ
ト
・
パ
シ

ャ
に
よ
っ
て
イ
ン
ド
洋
勢
力
と
の
互
恵
関
係
の
も
と
に
徐
々
に
イ

ン
ド
洋
の
安
全
が
保
証
さ
れ
た
。
こ
れ
は
イ
ン
ド
洋
勢
力
に
と
っ

て
、
イ
ン
ド
洋
に
お
け
る
オ
ス
マ
ン
帝
国
の
保
護
の
必
要
性
が
低

下
し
た
こ
と
を
意
味
し
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
エ
ジ
プ
ト
州
総

督
や
イ
エ
メ
ン
州
総
督
自
体
が
個
人
的
に
商
業
に
従
事
す
る
よ
う

に
な
っ
た
た
め
に
、
オ
ス
マ
ン
帝
国
に
よ
る
香
辛
料
交
易
の
管
理

体
制
が
弱
体
化
し
た
。
そ
し
て
、
国
家
に
代
わ
り
、
香
辛
料
交
易

で
財
を
成
し
た
商
人
に
よ
っ
て
、
隊
商
宿
や
倉
庫
な
ど
の
イ
ン
フ

ラ
整
備
が
担
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
オ
ス
マ
ン

帝
国
の
イ
ン
ド
洋
政
策
は
持
続
不
可
能
と
な
り
、
オ
ス
マ
ン
帝
国

の
「
大
航
海
時
代
」
が
終
焉
を
迎
え
た
の
だ
と
す
る
。

最
後
に
、「
大
航
海
時
代
」
が
オ
ス
マ
ン
帝
国
の
知
識
面
に
及

ぼ
し
た
影
響
に
つ
い
て
検
討
す
る
。「
大
航
海
時
代
」
初
期
で
あ

る
一
六
世
紀
初
頭
に
は
、
イ
ン
ド
洋
の
情
報
収
集
、
分
析
、
普
及

が
促
進
さ
れ
た
。
一
五
六
〇
年
代
に
な
る
と
イ
ン
ド
洋
交
易
の
隆

盛
に
よ
り
、
オ
ス
マ
ン
帝
国
内
で
現
地
の
経
済
・
地
理
・
歴
史
な

ど
へ
の
関
心
が
高
ま
り
、
関
連
す
る
著
作
が
多
く
求
め
ら
れ
た
と

い
う
。
ど
の
よ
う
な
市
場
が
あ
っ
た
か
に
つ
い
て
明
確
な
記
録
は

な
い
と
断
り
つ
つ
も
、
そ
の
論
拠
と
し
て
現
存
す
る
当
時
の
著
作

が
質
量
共
に
多
様
化
し
て
い
た
と
す
る
。
例
え
ば
、
一
五
二
六
年

に
ス
ル
タ
ン
に
献
上
さ
れ
た
ピ
ー
リ
ー
・
レ
イ
ス
の
『
海
洋
の
書

（K
itâb-ıB

ahriyye

）』
は
、
一
五
六
〇
年
か
ら
一
六
世
紀
末
に

か
け
て
多
数
の
写
本
が
製
作
さ
れ
た
。
ま
た
、
セ
イ
デ
ィ
・
ア

リ
・
レ
イ
ス
に
よ
っ
て
一
五
六
二
年
に
書
か
れ
た
『
大
洋
の
書

（K
itâbü’l-M

uhît

）』
は
イ
ン
ド
洋
の
航
海
指
南
書
で
あ
る
。
さ

ら
に
、
ア
ラ
ブ
地
理
学
書
の
オ
ス
マ
ン
語
へ
の
翻
訳
が
盛
ん
に
行

わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
と
り
わ
け
一
五
五
〇
年
代
か
ら
執
筆
さ

れ
た
シ
パ
ー
ヒ
ザ
ー
デ
・
メ
フ
メ
ト
（
一
五
八
九
年
没
）
の
『
諸

国
の
知
識
へ
の
道
の
場
所
（E

vzahü’l-M
esâlik

fîM
a’rifeti’l-

B
uldân

ve’l-M
em

âlik

）』
は
、
携
帯
を
想
定
し
た
縮
小
版
が
製

作
さ
れ
て
お
り
、
実
用
的
な
レ
ベ
ル
で
の
需
要
の
高
ま
り
を
示
し

て
い
る
と
い
う
。
同
様
に
、
地
図
の
製
作
も
オ
ス
マ
ン
帝
国
内
で

活
発
化
し
た
ほ
か
、
イ
タ
リ
ア
を
は
じ
め
と
す
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸

国
か
ら
の
輸
入
も
見
ら
れ
た
。

オ
ス
マ
ン
帝
国
の
イ
ン
ド
洋
政
策
が
以
上
の
よ
う
な
展
開
を
見

せ
た
後
、
イ
ン
ド
洋
で
の
主
役
は
サ
フ
ァ
ヴ
ィ
ー
朝
、
ム
ガ
ル
帝

国
、
オ
ラ
ン
ダ
、
イ
ギ
リ
ス
へ
と
代
わ
ら
れ
て
い
っ
た
。
一
七
世

紀
中
頃
ま
で
に
オ
ス
マ
ン
帝
国
の
「
大
航
海
時
代
」
は
収
束
し
た

の
で
あ
る
。
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三最
後
に
、
評
者
の
所
感
を
述
べ
た
い
。
本
書
は
先
行
研
究
の
成

果
を
通
時
的
に
整
理
し
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
側
の
史
料
や
オ
ス
マ
ン
側

の
史
料
を
用
い
て
一
六
世
紀
に
お
け
る
オ
ス
マ
ン
帝
国
と
イ
ン
ド

洋
世
界
と
の
複
雑
な
関
わ
り
を
詳
細
に
描
き
出
し
た
点
に
お
い
て

非
常
に
評
価
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
本
稿
で
は
十
分
に
触
れ

る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
が
、
イ
ン
ド
洋
勢
力
や
ル
ー
ミ
ー
に
つ

い
て
、
可
能
な
限
り
具
体
的
な
実
態
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。

従
来
の
オ
ス
マ
ン
海
軍
史
研
究
で
は
、
地
中
海
と
イ
ン
ド
洋
は

別
々
に
検
討
さ
れ
る
傾
向
が
強
か
っ
た
。
し
か
し
、
本
書
は
中
央

の
官
僚
と
イ
ン
ド
洋
の
現
地
有
力
者
と
の
個
人
的
な
関
係
を
、
ポ

ル
ト
ガ
ル
側
・
オ
ス
マ
ン
側
ど
ち
ら
の
史
料
も
用
い
て
明
ら
か
に

し
た
点
で
非
常
に
有
益
な
研
究
で
あ
る
。

た
だ
し
、
い
く
つ
か
の
問
題
点
が
挙
げ
ら
れ
よ
う
。
ま
ず
、
本

書
で
扱
う
「
大
航
海
時
代
」
に
つ
い
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
史
研
究
に
お

け
る
議
論
に
具
体
的
に
触
れ
て
お
ら
ず
、
明
確
に
定
義
さ
れ
て
い

な
い
点
で
あ
る
。
そ
の
定
義
が
不
明
瞭
な
ま
ま
、
オ
ス
マ
ン
帝
国

も
同
様
に
「
大
航
海
時
代
」
を
迎
え
て
い
た
と
す
る
結
論
に
は
や

や
性
急
な
印
象
を
受
け
る
。
本
書
は
オ
ス
マ
ン
帝
国
が
「
大
航
海

時
代
」
の
影
響
を
受
け
、「
大
航
海
時
代
」
を
迎
え
て
い
た
国
と

直
接
関
係
し
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
が
、
オ
ス
マ
ン
帝
国
そ
の

も
の
に
「
大
航
海
時
代
」
と
言
え
る
時
期
が
あ
っ
た
か
ど
う
か
を

示
す
た
め
に
は
、
そ
の
時
期
の
イ
ン
ド
洋
政
策
が
、
他
の
時
期
の

進
出
政
策
と
は
異
な
る
特
徴
を
有
す
こ
と
を
指
摘
す
る
必
要
が
あ

る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

ま
た
、
著
者
の
呼
ぶ
「
イ
ン
ド
洋
勢
力
」
が
明
確
に
定
義
さ
れ

て
い
な
い
点
も
問
題
で
あ
ろ
う
。
本
書
九
〇
頁
に
お
い
て
、
マ
ム

ル
ー
ク
朝
の
軍
人
一
家
に
生
ま
れ
、
旧
マ
ム
ル
ー
ク
や
そ
の
子
孫

た
ち
が
オ
ス
マ
ン
臣
民
と
し
て
新
し
い
州
行
政
へ
組
み
込
ま
れ
た

時
期
で
あ
る
一
五
二
〇
年
代
に
オ
ス
マ
ン
帝
国
へ
出
仕
し
た
オ
ズ

デ
ミ
ル
・
パ
シ
ャ
の
経
歴
は
、「
イ
ン
ド
洋
勢
力
」
の
典
型
で
あ

る
と
し
た
。
し
か
し
、
例
え
ば
一
五
六
頁
で
は
、
ア
ル
バ
ニ
ア
出

身
で
あ
る
コ
ジ
ャ
・
ス
ィ
ナ
ン
・
パ
シ
ャ
も
「
イ
ン
ド
洋
勢
力
」

と
み
な
す
描
写
が
さ
れ
て
お
り
、
必
ず
し
も
出
自
が
エ
ジ
プ
ト
や

イ
ン
ド
洋
で
あ
る
必
要
は
な
い
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。
ま
た
そ

の
立
場
も
、
コ
ジ
ャ
・
ス
ィ
ナ
ン
・
パ
シ
ャ
の
よ
う
に
エ
ジ
プ
ト

州
総
督
や
イ
エ
メ
ン
州
総
督
な
ど
オ
ス
マ
ン
帝
国
の
官
職
を
持
つ

者
や
、
ホ
ジ
ャ
・
サ
フ
ァ
ル
の
よ
う
に
グ
ジ
ャ
ラ
ー
ト
王
国
で
の

役
職
を
持
ち
な
が
ら
オ
ス
マ
ン
帝
国
と
の
協
力
関
係
に
あ
る
者
や
、

海
洋
冒
険
者
ミ
ー
ル
・
ア
リ
・
ベ
イ
な
ど
様
々
で
あ
る
。
お
そ
ら

く
イ
ン
ド
洋
世
界
を
拠
点
と
し
て
オ
ス
マ
ン
帝
国
に
協
力
す
る

史

学

第
八
七
巻

第
三
号

一
九
二
（
四
一
六
）



人
々
を
意
味
す
る
の
だ
ろ
う
が
、
さ
ら
に
踏
み
込
ん
で
議
論
す
る

必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
上
記
の
よ
う
な
「
イ
ン
ド
洋
勢
力
」
に
内

包
さ
れ
る
人
々
の
内
情
の
複
雑
さ
を
明
ら
か
に
し
た
こ
と
は
、
本

書
の
成
果
の
ひ
と
つ
と
言
え
る
だ
け
に
、
残
念
で
あ
る
。
ま
た
、

イ
ン
ド
洋
の
ム
ス
リ
ム
の
中
に
は
ポ
ル
ト
ガ
ル
と
の
協
調
を
選
択

し
た
人
々
も
い
た
は
ず
で
あ
る
。
一
六
世
紀
の
イ
ン
ド
洋
世
界
を

明
ら
か
に
す
る
た
め
に
は
、
彼
ら
に
つ
い
て
も
言
及
す
る
必
要
が

あ
る
だ
ろ
う
。

以
上
の
よ
う
な
問
題
点
は
あ
る
も
の
の
、
本
書
は
一
六
世
紀
オ

ス
マ
ン
帝
国
に
お
け
る
海
洋
政
策
史
の
基
本
文
献
と
し
て
読
ま
れ

る
べ
き
好
著
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

（G
iancarlo

C
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,
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xford,2010.
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（
２
）
本
書
で
は
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
が
、
著
者
は
オ
ス
マ
ン
船
員
の

構
成
を
分
析
し
た
別
稿
に
お
い
て
、
現
地
の
人
々
に
と
っ
て
ル
ー

ミ
ー
は
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
と
同
様
に
、
地
中
海
文
化
圏
か
ら
の
「
よ

そ
者
」
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。G

ian-
carlo

C
asale,

“T
he

E
thnic

C
om

position
of

O
ttom

an
Ship

C
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i

C
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Identity”,
M
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E

ncounters,13,2007,pp.122

�144.
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